
緑と食品のリサイクルプラザ

学校給食から出る生ごみは…

★☆生ごみと剪定枝を堆肥にする

資源循環を学べる施設です☆★

施設見学で学べる内容
１．工場の見学

２．「とよっぴー」について

３．とよっぴー製造のお手伝いと

ぬくもり実感体験

４．紙芝居「とよっぴーができるまで」

５．クイズ

６．家庭でできる生ごみ堆肥化講習会

７．農園での野菜の収穫などの体験

（詳細は別紙チラシ）

など

※希望内容・見学時間は、要相談。

●施設の見学時間
午前９時００分～午後２時００分まで
●休所日
日曜日、月曜日（祝・休日の場合は火曜日も）、
祝日の翌日（８月のみ祝日）、年末年始

●見学の申込み
・NPO法人花と緑のネットワークとよなか

TEL:080-5718-7651
・豊中市環境部公園みどり推進課

TEL:06-6843-4141
・緑と食品のリサイクルプラザ
（豊中市原田中2丁目68番）
TEL:06-6840-6603

学校給食センターは市内に２か所(走井・原田南)あり、市内３９小学校のうち３５校分
（令和５年５月現在）の給食をつくっています。

その時に出る野菜のヘタや皮などの調理くずや子どもたちの食べ残したおかず、ご飯、
パンなどは、ごみとして燃やさずに、街路樹などを切った枝を細かくしたものと混ぜて、
この緑と食品のリサイクルプラザで堆肥化し、土壌改良材「豊肥（とよっぴー）」にして
います。


